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第 2節 実験方法 









 また，カルノシン酸とα-GPC を複合的に摂取することによる効果についても，老化促進マウス SAMP8
を用いて検討を行った。対照群，カルノシン酸投与群，α-GPC 投与群，カルノシン酸・α-GPC両成分投
与群の 4 群で検討した。飼育期間中には，本投与実験と同様に行動科学試験や運動機能解析を行った。 
 














第 4節 考察 
まず，カルノシン酸の新たな脳神経細胞保護作用機構を解明するため，SH-SY5Y 細胞を用いて検討を
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ついて検討した。また，第 1 章でカルノシン酸について明らかにした FoxO3a のリン酸化阻害作用につ
いて検討した。 
 
第 2節 実験方法 
血管新生抑制作用に関する実験は，ラット大動脈を用いる ex vivo 血管新生モデルと血管内皮細胞
(human umbilical vein endothelial cell；HUVEC)を用いる in vitro血管新生モデルで評価した。リ
ンパ管新生抑制作用に関する実験は，ラットリンパ管を用いる ex vivo リンパ管新生モデルと





第 3節 結果 
Ex vivo 血管新生モデルにおいて，ピシフェリン酸 50 µM と 100 µM で血管新生を完全に抑制した。
また，in vitro血管新生モデルではピシフェリン酸 50 µM と 100 µM で HUVECの管腔形成を抑制し，
25 µM より高濃度で濃度依存的に増殖が抑制されることが分かった。一方で，遊走に対しては抑制作
用を示さなかった。Ex vivoリンパ管新生モデルにおいて，ピシフェリン酸 50 µM と 100 µM でリンパ
管新生を有意に抑制した。また，in vitroリンパ管新生モデルでは，ピシフェリン酸 50 µM と 100 µM
で LECの管腔形成と増殖を抑制することが分かった。 
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